
出生前検査は
これからどうなるの？

無料（　　　　　　　  ）現地参加：先着３００名様
Web参加：Zoomライブ配信

2022年

12月 8日（木）

文京シビックホール
「小ホール」

東京都文京区春日 1-16-21

18:00 - 20:30

お問い合わせ：（株）ＭＡコンベンションコンサルティング
Tel:03-5275-1191　E-mail:kokaikouza2022@macc.jp　受付時間：10 時～17 時（平日）

https://gakkai.macc.jp/kokaikouza/2022/
オンライン申込

主催：令和４年度成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業
「出生前診断の提供等に係る体制の構築に関する研究」（20DA2003）研究班

挨拶
小西  郁生（小西班研究  統括）

1

出生前検査についての情報提供資材の作成
関沢  明彦（第一分科会  分科会長）

2

日本産科婦人科遺伝診療学会での研修システム　
久具  宏司（第二分科会  分科会長）

3

出生前検査をとりまく国内外の比較調査
吉田  雅幸（第三分科会  分科会長）

4

出生前検査におけるこれまでの経緯
三上  幹男（日本産科婦人科学会  臨床倫理監理委員会 委員長）

5

新たな出生前検査認証制度とその課題
岡  明（日本医学会出生前検査認証制度等運営委員会 委員長）

6

出生前検査に関する行政の動向
上出  泰山（厚生労働省 子ども家庭局母子保健課）

7

出生前検査に関する切れ目のないサポート体制を目指して
ー障害児施策の視点からー
鈴木  久也（厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部障害児・発達障害者支援室）

8

出生前検査に関する妊産婦等の意識調査や支援体制構築の実際
白土  なほ子（昭和大学産婦人科）

9

共催：出生前検査に関する妊産婦等の意識調査や支援体制構築のための研究（20DA1010）（研究代表者：白土なほ子）

後援：（公社）日本産科婦人科学会、（公社）日本小児科学会、（一社）日本人類遺伝学会、
（一社）日本産科婦人科遺伝診療学会、（一社）日本遺伝カウンセリング学会（一社）日本周産期・新生児医学会、
（公財）日本ダウン症協会、（公社）日本産婦人科医会、日本先天異常学会、日本小児遺伝学会、日本ダウン症学会


